






要約 

昭和57年 2月より静岡県ではHepaplastintest(HPT)を利用した乳児Vitamin K(VK)欠乏性

出血症予防の fieldtrial を行っているが,その集計結果より VK予防的投与・治療的投与の

いづれの方法でも 1ケ月後のニアミス例発生を完全には予防することができず,乳児 VK 欠

乏性出血症発症の予防には 1ケ月検診で HPT を行う事が最も有効であると考えられた。ま

た母親にVK2を投与した場合の母乳への移行を,母乳中のVK2濃度を測定することにより検

討した。その結果,母体への VK2 投与は母乳中の VK2 濃度をよく上昇させ,新生児乳児への

VK 投与方法の 1つとして有用な方法であると考えられた。 


